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可
決
し
た

議

案

第３回
定例会

区
長
提
出
議

区
長
提
出
議
案案

●
平
成　

年
度
中
野
区
一
般
会

２８

計
補
正
予
算
（
第
４
次
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
、　
２５

億
４
４
４
０
万
２
千
円
を
追
加

し
、
予
算
額
は
１
３
１
８
億
３

８
６
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
予
算
の
内
容
は
、
歳
出

に
区
立
保
育
園
等
に
お
け
る
保

育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入

経
費
及
び
安
全
管
理
推
進
の
た

め
の
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
設
置
経
費

３
１
７
６
万
５
千
円
を
追
加
計

上
し
た
も
の
で
す
。
次
に
、
平

成　

年　

月
１
日
か
ら
、
Ｂ
型

２８

１０

肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が

定
期
接
種
化
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
そ
の
委
託
等
の
た
め
の
経

費
６
４
３
６
万
３
千
円
を
追
加

計
上
し
た
も
の
で
す
。
次
に
、

新
体
育
館
の
整
備
手
法
が
確
定

し
、
新
体
育
館
実
施
設
計
・
施

工
一
体
整
備
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
従
前
計
上
さ
れ
て
い

た
新
体
育
館
実
施
設
計
等
の
経

費
２
３
２
４
万
５
千
円
を
減
額

し
た
も
の
で
す
。
次
に
、
不
燃

化
特
区
の
大
和
町
地
域
に
お
け

る
老
朽
建
築
物
の
建
替
え
や
除

却
等
の
助
成
事
業
に
つ
い
て
、

申
請
件
数
の
増
加
に
伴
う
助
成

経
費
５
３
１
５
万
２
千
円
を
追

加
計
上
し
た
も
の
で
す
。
次
に
、

平
成　

年
度
か
ら
の
繰
越
金
を

２７

原
資
と
し
て
、
財
政
調
整
基
金

積
立
金　

億
１
８
３
６
万
７
千

２４

円
を
追
加
計
上
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
歳
入
に
国
庫
支
出
金

２
３
８
２
万
３
千
円
、
都
支
出

金
２
６
５
７
万
５
千
円
、
繰
入

金
６
８
９
０
万
８
千
円
、
繰
越

金　

億
１
８
３
６
万
７
千
円
及

２４
び
諸
収
入
６
７
２
万
９
千
円
を

追
加
計
上
し
た
も
の
で
す
。

●
中
野
区
議
会
議
員
及
び
中
野

区
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙

運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
改
正

に
伴
い
、
中
野
区
議
会
議
員
及

び
中
野
区
長
の
選
挙
に
お
け
る

自
動
車
の
使
用
及
び
ポ
ス
タ
ー

の
作
成
並
び
に
中
野
区
長
の
選

挙
に
お
け
る
ビ
ラ
の
作
成
に
係

る
公
費
負
担
の
限
度
額
を
引
き

上
げ
る
も
の
で
す
。

●
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
中
野
区
一
般
会

２８

計
補
正
予
算
（
第
３
次
）
に
つ

い
て
、
東
京
都
知
事
選
挙
を
実

施
す
る
に
あ
た
り
、
予
算
措
置

を
講
ず
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、

専
決
処
分
を
し
た
こ
と
に
つ
い

て
承
認
し
た
も
の
で
す
。

●
和
解
及
び
損
害
賠
償
額
の
決

定
に
つ
い
て
（
３
件
）

　

特
別
区
職
員
の
公
務
災
害
等

に
伴
う
見
舞
金
の
支
給
に
関
す

る
条
例
に
基
づ
く
見
舞
金
を
申

請
す
る
権
利
の
時
効
に
よ
る
消

滅
に
伴
う
損
害
賠
償
に
つ
い
て
、

和
解
を
成
立
さ
せ
、
損
害
賠
償

額
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
議

決
し
た
も
の
で
す
。
和
解
の
要

旨
は
、
相
手
方
に
生
じ
た
損
害

額
３
３
６
万
円
、
２
２
４
万
円
、

１
１
３
万
円
と
、
そ
れ
ぞ
れ
定

め
、
そ
の
全
額
に
つ
い
て
、
区

が
負
担
す
る
も
の
で
す
。

●
も
み
じ
山
文
化
セ
ン
タ
ー
等

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
修
事
業
委

託
契
約

　

も
み
じ
山
文
化
セ
ン
タ
ー
、

社
会
福
祉
会
館
及
び
野
方
区
民

活
動
セ
ン
タ
ー
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
改
修
事
業
に
係
る
委
託
契
約

を
締
結
す
る
に
あ
た
り
、
議
決

し
た
も
の
で
す
。

●
仮
称
清
掃
事
務
所
車
庫
新
築

工
事
請
負
契
約

　

仮
称
清
掃
事
務
所
車
庫
新
築

工
事
に
係
る
請
負
契
約
を
締
結

す
る
に
あ
た
り
、
議
決
し
た
も

の
で
す
。

●
仮
称
清
掃
事
務
所
車
庫
新
築

に
伴
う
機
械
設
備
工
事
請
負

契
約

　

仮
称
清
掃
事
務
所
車
庫
の
新

築
に
伴
う
機
械
設
備
工
事
に
係

る
請
負
契
約
を
締
結
す
る
に
あ

た
り
、
議
決
し
た
も
の
で
す
。

●
中
野
区
立
小
学
校
及
び
中
学

校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医

及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災

害
補
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

介
護
補
償
の
額
を
改
め
る
と

と
も
に
、
他
の
法
律
に
よ
る
年

金
た
る
給
付
が
支
給
さ
れ
る
場

合
に
お
け
る
傷
病
補
償
年
金
及

び
休
業
補
償
の
額
に
係
る
調
整

率
を
改
め
る
も
の
で
す
。

●
平
成　

年
度
中
野
区
一
般
会

２８

計
補
正
予
算
（
第
５
次
）

●
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

 
●
意
見
書
（
３
件
）

（
内
容
は
次
項
に
掲
載
）

●
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て

　

第　

回
東
京
都
道
路
整
備
事

２７
議
員
提
出
議

議
員
提
出
議
案案

業
推
進
大
会
に
議
員
を
派
遣
す

る
も
の
で
す
。

●
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て　

　

友
好
区
関
係
を
締
結
し
て
い

る
北
京
市
西
城
区
へ
の
表
敬
と

　

周
年
記
念
事
業
を
実
施
す
る

３０た
め
、
議
員
を
派
遣
す
る
も
の

で
す
。

  　

年
金
の
受
給
資
格
期
間
の
短

縮
は
、
無
年
金
者
対
策
の
観
点

及
び
将
来
の
無
年
金
者
の
発
生

を
抑
制
し
て
い
く
観
点
か
ら
、

２
０
１
２
年
２
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「
社
会
保
障
・
税
一
体

改
革
大
綱
」
に
明
記
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

　

厚
生
労
働
省
の
推
計
に
よ
れ

ば
、
仮
に
受
給
資
格
期
間
を　
１０

年
に
短
縮
す
る
と
、
新
た
に　
６４

万
人
が
受
給
権
を
得
る
可
能
性

が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

諸
外
国
に
お
け
る
年
金
の
受

給
資
格
期
間
に
目
を
向
け
た
場

合
、
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
、
イ

ギ
リ
ス
は　

年
、
ド
イ
ツ
は
５

１０

年
、
フ
ラ
ン
ス
及
び
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
は
受
給
資
格
期
間
を
設
け

な
い
な
ど
、
日
本
は
他
国
に
比

べ
明
ら
か
に
長
い
こ
と
が
読
み

取
れ
る
。

　

安
倍
総
理
は
、
本
年
６
月
、

世
界
経
済
が
減
速
す
る
リ
ス
ク

を
回
避
す
る
と
と
も
に
、
デ
フ

レ
か
ら
脱
却
し
、
経
済
の
好
循

環
を
確
実
に
す
る
た
め
、
２
０

１
７
年
４
月
に
予
定
し
て
い
た

可
決
し
た

意
見
書

第３回
定例会

◆
無
年
金
者
対
策
の
推
進

を
求
め
る
意
見
書

消
費
税
率　

％
へ
の
引
き
上
げ

１０

を
２
年
半
再
延
期
す
る
こ
と
を

表
明
し
た
が
、
こ
の
無
年
金
者

対
策
に
つ
い
て
は
、
本
年
８
月

に
示
さ
れ
た
政
府
の
「
未
来
へ

の
投
資
を
実
現
す
る
経
済
対
策
」

に
お
い
て
、
そ
の
実
施
が
明
記

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
政
府
に
お
い
て
は
必

要
な
財
源
の
確
保
を
含
め
、
安

心
の
社
会
保
障
の
実
現
を
図
る

た
め
、
早
急
に
下
記
の
事
項
に

つ
い
て
取
り
組
む
こ
と
を
強
く

求
め
る
。

１　

無
年
金
者
対
策
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
年
金

の
受
給
資
格
期
間
を　

年
か
ら

２５

　

年
に
短
縮
す
る
措
置
に
つ
い

１０て
、
２
０
１
７
年
度
中
に
確
実

に
実
施
で
き
る
よ
う
必
要
な
体

制
整
備
を
行
う
こ
と
。

２　

低
年
金
者
へ
の
福
祉
的
な

措
置
と
し
て
最
大
月
額
５
０
０

０
円
（
年
６
万
円
）
を
支
給
す

る
「
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
」
等
に
つ
い
て
は
、
財
源
を

確
保
し
た
上
で
、
で
き
る
だ
け

早
期
の
実
施
を
目
指
す
こ
と
。

〈
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
あ
て
〉

 　

現
行
の
国
の
奨
学
金
制
度
は
、

独
立
行
政
法
人
・
日
本
学
生
支

援
機
構
を
通
じ
て
学
生
に
貸
与

し
、
そ
の
返
済
金
を
次
世
代
の

奨
学
金
の
原
資
と
す
る
形
で
運

営
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
奨
学
金
制
度
は
、
国
立

◆
返
済
不
要
の
「
給
付
型

奨
学
金
」
の
創
設
及
び

無
利
子
奨
学
金
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書

大
学
、
私
立
大
学
と
も
授
業
料

が
高
止
ま
り
し
て
い
る
こ
と
な

ど
が
背
景
と
な
っ
て
、
利
用
者

は
２
０
１
６
年
度
大
学
生
ら
の

約
４
割
に
あ
た
る
１
３
２
万
人

と
増
加
傾
向
に
あ
る
一
方
、
非

正
規
雇
用
な
ど
に
よ
っ
て
卒
業

後
の
収
入
が
安
定
せ
ず
、
奨
学

金
の
返
済
に
悩
む
人
が
少
な
く

な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
政
府
は
６

月
２
日
に
閣
議
決
定
し
た
「
ニ

ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」

に
お
い
て
、
返
済
不
要
の
「
給

付
型
奨
学
金
」
の
創
設
を
検
討

す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

現
在
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
加
盟
す

る　

か
国
の
う
ち
、
給
付
型
奨

３４
学
金
制
度
が
な
い
の
は
日
本
と

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
だ
け
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
政
府
に
お
い
て
は
、

納
税
者
で
あ
る
国
民
の
理
解
も

得
つ
つ
、
学
生
が
安
心
し
て
勉

学
に
励
め
る
よ
う
、
返
済
不
要

の
「
給
付
型
奨
学
金
」
の
創
設

や
無
利
子
奨
学
金
の
拡
充
な
ど

具
体
的
な
経
済
支
援
策
と
し
て
、

下
記
の
事
項
に
つ
い
て
取
り
組

む
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

１　

学
ぶ
意
欲
の
あ
る
若
者
が

経
済
的
理
由
で
進
学
を
断
念
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
奨
学
金

や
授
業
料
減
免
な
ど
の
支
援
を

拡
充
す
る
と
と
も
に
、
貧
困
の

連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
、
２
０

１
７
年
度
を
目
途
に
給
付
型
奨

学
金
を
創
設
す
る
こ
と
。

２　

希
望
す
る
全
て
の
学
生
等

へ
の
無
利
子
奨
学
金
の
貸
与
を

目
指
し
、「
有
利
子
か
ら
無
利

子
へ
」
の
流
れ
を
加
速
す
る
と

q

s

r

t

uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu

uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu

v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v

v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v

　１０月１９日（水）から２０日（木）に、兵庫県伊丹市の「防
災対策」についてと大阪市の「エリアマネジメント活動
促進制度」について視察を行いました。写真は伊丹市で
の様子です。

建
設
委
員
会

常
任
委
員
会
視
察
報
告
①

q

s

r

t

uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu

uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu

v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v

v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v

　１０月２０日（木）から２１日（金）に、北海道札幌市の「札
幌市子どもの権利救済機関子どもアシストセンター」に
ついてと「札幌都心部子ども関連複合施設（資生館小学
校ほか）」について視察を行いました。写真は札幌市立資
生館小学校での様子です。

子
ど
も
文
教
委
員
会

常
任
委
員
会
視
察
報
告
②

（
次
頁
へ
続
く
）


